126V2 A～I、K共通付属証明書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
A. ラッカー、B. 合成樹脂溶剤系塗料、C. 合成樹脂水系塗料、
D. 路面表示用塗料、E. その他塗料（油性塗料)、F. 建築用塗料、
G. 家庭用塗料、H. 粉体塗料、I. 日本塗料工業会規格に該当する塗料、
Ｋ. JIS規定外の塗料および工業会塗料
（Ｊ.自動車補修用塗料は別冊参照）
	申込日： 
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）



＜付属証明書の作成方法＞
1． 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2． 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
3． 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。
4． 「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。
	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	申込商品の分類
	　対象　　□A、□B、□C、□D、□E、
　　　　　□F、□G、□H、□I、□K
　該当品質規格
    □JIS　　□JASS 　□その他
　規格番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(該当する事項をチェックして下さい)
	商品のパンフレットなど
	申込者

	製品を開発した会社
	□他社  □自社
(該当する事項をチェックして下さい)
	他社開発製品の　場合、申込承諾書（記入表 1）
	塗料製造事業者

	他社などで既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）
（ブランド名以外変更がなければ、以下の項目の証明は不要です）
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
変更点についての認定基準に対する証明書（変更がある場合）
	

	購買材料の評価の実施
	
	ISO9001:2000の写しなど　または
（記入表2）
	塗料製造事業者


4-1環境に関する共通認定基準
	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4－1.(1)(2)
塗装現場における希釈の有無
	· 塗装現場で希釈するタイプ
· 塗装現場で希釈するタイプではない
	塗装現場で希釈するタイプは、推奨溶剤、希釈率の表示部分（取扱い説明書、製品ラベル、パンフレットなど）
	塗料製造事業者
または申込者

	4－1.(1)

塗料中の芳香族炭化水素系溶剤の量
	　□溶剤系塗料
　
　□水系塗料
　├→ □エマルション塗料
　│ 　
└→ □その他
□上記以外の塗料
　　　
塗料中の芳香族炭化水素系溶剤の量
(　　　　　g/リットル *)
*ただし、希釈タイプは推奨の
溶剤(   　　      　)を使用し、
希釈率( 　     %)の値
　塗料のタイプ　□１液型
□１液１粉型
　　　　　　　　□多液型
　　　　　　　　□上記以外
 (該当する事項をチェックして下さい)
	原則、試験結果を提出すること。ただし、全ての成分を塗料成分表（記入表A）に記載する場合には 記入表Aの提出でも可(多液型および現場で希釈するタイプは、各液および希釈剤の値を混合比で計算した結果)
	塗料製造事業者
または自社、第三者試験機関など

	4－1.(2)

塗料中のVOC成分
	□内装専用、内外装用(V1)
□外装用
　├→□溶剤系
　└→□水系(V2)　　　　
□上記以外の塗料
VOC成分の量
(　　　　　g/リットル *)
*ただし、希釈タイプは推奨の
溶剤(   　　      )を使用し、
希釈率( 　     %)の値
　塗料のタイプ　□１液型
□１液１粉型
　　　　　　　　□多液型
　                    □上記以外
(該当する事項をチェックして下さい)
	原則、試験結果を提出すること。ただし、全ての成分を塗料成分表（記入表A）に記載する場合には 記入表Aの提出でも可(多液型および現場で希釈するタイプは、各液および希釈剤の値を混合比で計算した結果)
	塗料製造事業者
または自社、第三者試験機関など

	4－1.(3)
防腐剤（防かび剤を含む）の使用
	　防腐剤（防かび剤を含む）の使用
　└→□使用あり　　　　□なし
└→（含有量　　   　　％）
　
	「使用あり」の場合
防腐剤のMSDS、化学物質名、CAS No. 
	薬剤供給事業者
または
塗料製造事業者

	
	　抗菌剤の使用
　└→□使用あり　　　　□なし
使用ありの場合：「抗菌塗料製品管理のためのガイドライン」への適合
└→□適合　　　　□不適合
(該当する事項をチェックして下さい)
	SIAA等の認証の写し等
	申込者

	4－1.(4)

表4に示す化学物質の使用
	
	該当物質の添加有無記載リスト
（記入表 3）
	塗料製造事業者

	4－1.(5)

ホルムアルデヒド
	□国土交通省のホルムアルデヒド規制
の告示対象の塗料

	JIS試験結果またはF☆☆☆☆等級の証明書または規制対象外とみなす旨の大臣認定書
	自社、第三者試験機関など

	
	□国土交通省のホルムアルデヒド規制
の告示対象外の塗料のため適用外
□H.粉体塗料のため適用外
(該当する事項をチェックして下さい)
	
	

	4－1.(6)
ハロゲン化炭化水素類
	
	証明書（記入表 4）
	最終製造工場の工場長

	4－1.(7)

化管法第一種指定化学物質の使用の有無
	□添加あり　／□なし
(該当する事項をチェックして下さい
	「添加あり」の場合
該当物質の添加の有無記載リスト
（記入表 5）
	塗料製造事業者

	4－1.(8)

環境法規
	
	証明書（記入表 6）
	最終製造工場の工場長

	4－1.(9) 
毒劇法、化審法
	
	証明書（記入表7）

	最終製造工場の工場長
または
申込者

	4－1.(10)

塗料の適正な取扱いに関する情報
	
	MSDS
	必須
	申込者

	
	
	取扱説明書
	いずれか
	

	
	
	製品ラベル
	
	

	
	
	パンフレット
	
	

	4－1.(11) 梱包・容器
	　□a.リターナブル容器
□b.無鉛金属缶
□c.回収・リサイクルを行っている
□d.紙製またはプラスチック製
材質（　　　　　　　　　　　　　　　）
包装方法
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(該当する事項をチェックして下さい)
	a.あるいはc.の場合には、回収システム・材質などの説明
dの場合には、適切な廃棄・処理を行う指導内容あるいは取扱説明書
	申込者


4-2環境に関する個別認定基準
	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4－2.(12)

再生材料の使用
	□B. JIS K 5516、JIS K 5572
□F. JIS A 6916
□H. 粉体塗料
　├→再生材料名：（　　　　　　　　　）
　└→製品全体の重量における再生材料
　　　の重量割合：（　　　　　　％）
　□上記以外の塗料のため適用外
(該当する事項をチェックして下さい)
	該当の塗料の場合
原料証明書
（記入表 8）
	再生材料供給事業者

	4－2.(13)
塗装時の異常な臭気や刺激臭への配慮
	□G. 家庭用塗料
└→塗料の臭気指数（　　　　　　　　）
□上記以外の塗料のため適用外
(該当する事項をチェックして下さい)

	G.に該当する塗料の場合
 臭気指数の製品への表示箇所および表示内容の提出（エコマークの近傍に表記）
	申込者

	4－2.(14)

化学物質の管理
	□G. 家庭用塗料
└→ユーザからの要求に応じてMSDSを
　　□提供可能　□提供不可能
□上記以外の塗料のため適用外
(該当する事項をチェックして下さい)
	
	


4-3 品質に関する認定基準
	項目
	記入欄
	提出書類
	証明主体

	4－3.(15) 製品の品質
(H.粉体塗料以外)
	
	該当する品質規格に適合していることの証明書および（記入表 9）
または
JIS認定工場の写し
該当するJIS規格がない場合は性能証明書および（記入表 9）
	最終製造工場の工場長

	4－3.(16)

H.粉体塗料の品質
	　　□熱硬化系粉体塗料
　　□熱可塑性粉体塗料
　　□上記以外の塗料
(該当する事項をチェックして下さい)
	該当する場合、
試験結果
（記入表10）
	自社、第三者試験機関など



5.商品区分、その他
	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図
※エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
*様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用ください

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】


付属証明書
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